
論
文

森
鷗
外
『
魚
玄
機
』
論

丁
　
　
　
若
　
思

は
じ
め
に

　
『
魚
玄
機
』
は
大
正
四（
一
九
一
五
）年
七
月
一
五
日
、『
中
央
公
論
』
第
三
〇
年

第
八
号
に
発
表
さ
れ
た
森
鷗
外
、
九
番
目
の
歴
史
小
説
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、

中
国
晩
唐
の
女
流
詩
人
、
魚
玄
機
の
詩
話
を
題
材
と
し
て
い
る
。
美
貌
と
詩
の
才

能
に
恵
ま
れ
た
主
人
公
、
魚
玄
機
は
李
億
の
妾
と
な
り
、
そ
の
正
夫
人
に
追
い
出

さ
れ
て
咸
宜
観（
道
教
寺
院
の
名
前
）に
入
り
、
女
道
士
に
な
る
。
道
観
で
魚
玄
機

は
楽
人
陳
某
と
男
女
の
関
係
と
な
る
が
、
あ
る
日
、
陳
と
自
分
の
召
使
い
婢
緑
翹

と
の
関
係
を
疑
い
、
緑
翹
を
殺
し
て
し
ま
う
。
結
果
、
魚
玄
機
は
投
獄
さ
れ
、
死

刑
に
処
せ
ら
れ
て
し
ま
う
。

　
こ
の
作
品
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
鷗
外
が
参
照
し
た
史
料
に
つ
い
て
は
、
作

品
末
尾
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る（（
（

。

三
水
小
牘
　
　
　
　
　
　
　
南
部
新
書

太
平
広
記
　
　
　
　
　
　
　
北
夢
瑣
言

続
談
助
　
　
　
　
　
　
　
　
唐
才
子
傳

唐
詩
紀
事
　
　
　
　
　
　
　
全
唐
詩（
姓
名
下
小
傳
）

全
唐
詩
話
　
　
　
　
　
　
　
唐
女
郎
魚
玄
機
詩（（
（

　
こ
れ
ら
の
史
料
の
内
、
本
論
文
で
は
、
魚
玄
機
の
生
涯
を
詳
細
に
記
録
す
る
史

料
系
統
『
三
水
小
牘
』『
北
夢
瑣
言
』『
唐
才
子
傳
』
を
中
心
に
す
え
て
比
較
検
証

を
進
め
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。『
三
水
小
牘
』
の
作
者
、
皇
甫
枚
は
魚
玄
機
と

ほ
ぼ
同
時
代
の
人
物
で
あ
り
、
玄
機
に
関
す
る
記
述
と
し
て
は
、
信
憑
性
は
高
い
。

ま
た
、『
北
夢
瑣
言
』
は
宋
の
時
代
に
成
立
さ
れ
て
お
り
、
他
の
史
料
よ
り
成
立

時
間
が
早
い
。
こ
の
よ
う
な
成
立
事
情
を
踏
ま
え
、
本
論
文
で
は
、
こ
れ
ら
の
史

料
に
記
さ
れ
た
魚
玄
機
像
と
鷗
外
が
描
い
た
魚
玄
機
像
と
比
較
し
つ
つ
、
鷗
外
に

よ
る
改
作
の
意
図
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

論
文
タ
イ
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ル
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一　

魚
玄
機
の
人
物
像

　
ま
ず
は
史
伝
と
比
較
し
つ
つ
、
鷗
外
が
魚
玄
機
の
生
い
立
ち
を
ど
の
よ
う
に
描

い
た
の
か
、
分
析
し
て
い
く
。

　
作
品
に
は
、
魚
玄
機
の
生
家
に
つ
い
て
「
玄
機
が
長
安
人
士
の
間
に
知
ら
れ
て

ゐ
た
の
は
、
獨
り
美
人
と
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
た
の
み
で
は
な
い
。
此
女
は
詩
を
善

よ
く
し
た
。」「
魚
玄
機
の
生
れ
た
家
は
、
長
安
の
大
道
か
ら
横
に
曲
が
つ
て
行
く

小
さ
い
街
に
あ
つ
た
。
所
謂
狹
邪
の
地
で
ど
の
家
に
も
歌
女
を
養
っ
て
ゐ
る
。
魚

家
も
其
倡
家
の
一
つ
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
魚
玄
機
は
長
安
の
「
狹
邪
の

地
」
に
あ
る
娼
家
の
娘
と
し
て
生
ま
れ
た
。
美
貌
の
持
ち
主
で
、
卓
越
し
た
詩
の

才
能
の
持
ち
主
だ
っ
た
と
、
作
品
で
は
語
ら
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
史
料
に
は
ど
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
か
。
魚
玄
機
の
生
涯
は
、
皇

甫
枚
『
三
水
小
牘
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
魚
玄
機
笞
斃
綠
翹
致
戮
」（
筆
者
訳

「
魚
玄
機
が
鞭
で
綠
翹
を
打
ち
、
彼
女
は
死
に
至
っ
た
」）（

（
（

と
題
す
る
文
に
詳
し
く
語
ら

れ
て
い
る
。

西
京
咸
宜
觀
女
道
士
魚
玄
機
。
字
幼
微
。
長
安
倡
家
女
也
。
色
旣
傾
國
。
思

乃
入
神
。
喜
讀
書
屬
文
，
尤
致
意
於
一
吟
一
詠
。（
筆
者
訳
「
長
安
の
西
に
あ

る
咸
宜
観
の
女
道
士
魚
玄
機
。
字
は
幼
微
。
長
安
の
娼
家
生
ま
れ
た
女
。
顔
は
王
の

心
を
ま
ど
わ
し
、
国
を
滅
ぼ
し
て
し
ま
う
ほ
ど
に
美
し
く
、
思
想
も
他
に
比
類
な
い

ほ
ど
に
高
貴
で
あ
る
。
読
書
や
作
文
が
好
き
で
、
と
く
に
詩
歌
を
朗
唱
し
、
作
る
こ

と
に
集
中
す
る
」）

　
こ
の
よ
う
に
『
三
水
小
牘
』
に
お
い
て
も
、
鷗
外
の
『
魚
玄
機
』
と
同
様
に
、

彼
女
の
美
貌
や
詩
才
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
他
の
史
料
の
内
、

『
北
夢
瑣
言（（
（

』
に
は
「
唐
女
道
魚
玄
機
，
字
蕙
蘭
，
甚
有
才
思
。」（
筆
者
訳
「
唐

の
女
道
士
魚
玄
機
、
字
は
蕙
兰
、
詩
を
作
る
才
能
が
あ
る
。」）と
い
う
記
述
が
、『
唐
才

子
伝（（
（

』
に
は
「
玄
機
。
長
安
人
。
女
道
士
也
。
性
聰
慧
。
好
讀
書
。
尤
工
韻
調
。

情
致
繁
縟
。」 （
筆
者
訳
「
玄
機
、
長
安
人
、
女
道
士
で
あ
る
。
利
発
で
、
読
書
が
好
き
で

あ
る
。
と
く
に
詩
を
作
る
の
が
好
き
で
、
詩
文
の
感
情
が
豊
か
で
辞
句
が
き
ら
び
や
か
で

あ
る
」）と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
。
い
ず
れ
の
史
料
に
も
魚
玄
機
の
才
能
や
美
貌

へ
の
言
及
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
鷗
外
は
、
こ
れ
ら
の
史
料
の
中
か
ら
玄
機
の
出
身
や
才
能
に
関
す
る
記
述
を
ま

と
め
、
魚
玄
機
を
形
象
し
て
お
り
、
と
く
に
『
三
水
小
牘
』
を
参
照
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
で
き
る
。
魚
玄
機
が
娼
家
出
身
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
の
は
、

『
三
水
小
牘
』
の
み
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
唐
の
時
代
に
は
、
た
く
さ
ん
の
歌
女
が
い
た
。
文
人
、
官
僚
や
貴

公
子
た
ち
は
、
し
ば
し
ば
「
狹
邪
の
地
」、
つ
ま
り
娼
家
に
通
っ
た
が
、
彼
ら
は

娼
家
に
お
い
て
官
能
的
な
享
楽
以
外
に
、
高
い
レ
ベ
ル
の
教
養
も
求
め
る
の
が
一

般
的
で
あ
っ
た（（
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
当
時
の
文
化
的
雰
囲
気
に
適
応
す
る
必
要
か
ら
、

娼
家
出
身
の
魚
玄
機
も
、
詩
歌
の
朗
唱
、
創
作
の
技
な
ど
の
文
化
的
素
養
が
必
要

と
さ
れ
、
幼
少
期
か
ら
教
育
を
受
け
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
小
説
の
冒
頭
近
く
に
は
、
詩
歌
の
開
花
期
で
あ
る
唐
時
代
の
文
化
的
環

境
に
つ
い
て
「
詩
が
唐
の
代
に
最
も
隆
盛
で
あ
つ
た
こ
と
は
言
を
待
た
な
い
。
隴

西
の
李
白
、
襄
陽
の
杜
甫
が
出
て
、
天
下
の
能
事
を
盡
し
た
後
に
太
原
の
白
居
易
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が
踵
い
で
起
つ
て
、
古
今
の
人
情
を
曲
盡
し
、
長
恨
歌
や
琵
琶
行
は
戸
ご
と
に
誦

ぜ
ら
れ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
唐
代
に
お
け
る
詩
歌
の
隆
盛
と
い
う
歴
史
的
状

況
を
背
景
に
、
唐
の
娼
妓
が
文
人
ら
の
好
み
に
合
う
よ
う
詩
や
歌
、
踊
り
の
技
を

み
が
く
よ
う
に
な
っ
た
当
時
の
社
会
的
風
潮
が
、
こ
こ
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
作
品
中
に
は
、「
玄
機
が
詩
を
學
び
た
い
と
言
い
出
し

た
時
、
両
親
が
快
く
諾
し
て
、
隣
街
の
窮
措
大
を
家
に
招
い
て
、
平
仄
や
押
韻
の

法
を
教
へ
さ
せ
た
の
は
、
他
日
此
子
を
揺
金
樹
に
し
よ
う
と
云
ふ
願
が
あ
つ
た
か

ら
で
あ
る
」
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
。
鷗
外
は
魚
玄
機
が
詩
歌
へ
の
興
味
を
抱

い
た
理
由
を
、
娼
家
文
化
の
中
で
育
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
彼
女
の
内
発
的
な
動

機
あ
る
い
は
自
我
の
欲
求
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
説
明
し
て
い
る
わ

け
で
あ
る（（
（

。
二　

李
億
と
の
婚
姻

　
続
い
て
玄
機
と
李
億
の
恋
愛
生
活
に
つ
い
て
、
作
品
と
史
料
を
比
較
し
つ
つ
、

分
析
し
て
い
く
。『
魚
玄
機
』
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
鷗
外
が
参
照
に
し
た
『
北
夢

瑣
言（（
（

』『
唐
才
子
伝（（
（

』
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

咸
通
中
及
笄
，
為
李
億
補
闕
侍
寵
。
夫
人
妒
，
不
能
容
，
億
遣
隶
咸
宜
觀
披

戴
。（
筆
者
訳
「
咸
通
年
間
十
五
歳
に
李
億
の
側
室
に
な
り
、
か
わ
い
が
ら
れ
た
。

そ
の
後
嫉
妬
し
た
李
の
正
妻
は
、
二
人
の
関
係
を
許
そ
う
と
は
せ
ず
、
李
億
は
結
局

魚
玄
機
を
咸
宜
観
に
託
し
た
。」）

咸
通
中
，
為
李
億
補
闕
執
箕
帚
。
後
愛
衰
下
山
，
隸
咸
宜
觀
為
女
道
士
。

（
筆
者
訳
「
咸
通
年
間
李
億
の
側
室
に
な
り
、
愛
情
が
な
く
な
っ
た
後
、
咸
宜
観
で
道

士
に
な
る
。」）

　
魚
玄
機
は
、
十
五
歳
の
頃
に
李
億
の
妾
と
な
っ
た
。
二
人
が
会
っ
た
の
は
、
李

億
が
科
挙
の
試
験
に
合
格
し
た
時
期
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る（（1
（

。
そ
の
頃
、

李
億
は
す
で
に
結
婚
し
て
い
た
が
、
二
人
は
深
く
愛
し
合
う
よ
う
に
な
る（（1
（

。
家
柄

を
重
視
す
る
唐
の
時
代
、
娼
家
出
身
の
魚
玄
機
は
高
い
地
位
に
あ
っ
た
李
億
と
正

式
に
結
婚
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
側
室
に
な
る
ほ
か
な
か
っ
た
。
当
時
に
あ
っ
て

夫
と
の
関
係
は
主
従
関
係
に
近
い
も
の
で
あ
り
、
同
居
は
許
さ
れ
ず
、
李
億
は
魚

玄
機
を
別
院
に
移
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、『
全
唐
詩
』
に
は
、
約
五
〇
首
の
魚
玄
機
の
詩
歌
が
収
録
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
中
の
七
首
は
李
億
に
送
っ
た
も
の
で
あ
る（（1
（

。
二
人
が
具
体
的
に
ど
ん

な
関
係
で
あ
っ
た
か
は
、
こ
れ
ら
の
詩
歌
を
解
釈
し
て
い
く
こ
と
で
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
別
院
で
の
生
活
を
始
め
る
魚
玄
機
は
『
酬
李
學
士
寄
簟（（1
（

』
と
い
う
詩
歌

を
李
億
に
贈
っ
て
い
る
。
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
珍
簟
新
鋪
翡
翠
樓
。
泓
澄
玉
水
記
方
流
。
唯
應
雲
扇
情
相
似
。
同
向
銀
牀

恨
早
秋
。

　（
筆
者
訳
「
ご
ざ
を
も
ら
っ
て
と
て
も
大
切
に
し
、
待
ち
き
れ
ず
に
す
ぐ
床
に
敷
い

た
。
ご
ざ
は
澄
ん
で
揺
れ
る
緑
の
波
み
た
い
だ
。
し
か
し
李
億
の
私
へ
の
思
い
は
班

婕
妤
の
扇
子
の
よ
う
に
、
秋
が
来
た
ら
何
の
用
も
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
捨
て
ら
れ

森鷗外『魚玄機』論

45



る
の
だ
ろ
う
」）

　
魚
玄
機
は
別
院
で
毎
日
、
李
億
が
訪
れ
る
の
を
待
っ
て
い
た
。
こ
の
詩
歌
に
は
、

李
億
か
ら
の
贈
り
物
を
得
て
幸
福
を
感
じ
た
魚
玄
機
が
、
そ
の
直
後
悲
し
い
気
持

ち
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
様
子
が
語
ら
れ
て
い
る
。「
云
扇
情
」
と
い
う
言
葉
は
漢

の
班
婕
妤
『
怨
歌
行
』
に
由
来
す
る
。
秋
に
な
る
と
扇
子
は
捨
て
ら
れ
る
と
い
う

比
喩
は
、
い
つ
か
自
分
も
捨
て
ら
れ
る
と
い
う
女
性
の
不
安
を
た
と
え
て
い
る
。

「
珍
簟
」、
つ
ま
り
ご
ざ
は
魚
玄
機
に
班
婕
妤
の
扇
子
を
連
想
さ
せ
、
自
分
は
ご

ざ
の
よ
う
に
や
が
て
李
億
に
捨
て
ら
れ
る
で
は
な
い
か
と
い
う
心
配
に
捉
わ
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
様
子
が
、
こ
の
詩
歌
に
は
歌
わ
れ
て
い
る（（1
（

。
ま
た
、『
全
唐
詩
』

に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
春
情
寄
子
安
』『
隔
漢
江
寄
子
安
』『
江
陵
愁
望
寄
子
安
』

な
ど
の
魚
玄
機
の
詩
歌
に
は
、
李
億
に
寄
せ
る
深
い
愛
情
、
李
億
の
気
持
が
自
分

か
ら
離
れ
て
い
く
さ
び
し
さ
や
悲
し
み
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
興
味
深
い
の
は
、
魚
玄
機
と
李
億
の
交
際
を
描
く
に
あ
た
っ
て
、
鷗
外

が
こ
れ
ら
の
詩
歌
を
引
用
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
作
品
化
に
あ
た
っ
て
鷗
外

は
詩
歌
に
伝
わ
る
玄
機
の
愛
情
や
悲
し
み
す
べ
て
を
作
品
か
ら
放
逐
し
て
し
ま
っ

て
い
る
。
そ
の
代
わ
り
に
、
小
説
で
は
次
の
よ
う
に
、
魚
玄
機
の
李
に
対
す
る
拒

絶
の
意
志
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
此
時
李
は
遽
に
發
し
た
願
が
愜
つ
た
や
う
に
思
つ
た
。
し
か
し
そ
こ
に
意

外
の
障
礙
が
生
じ
た
。
そ
れ
は
李
が
身
を
以
て
、
近
か
う
と
す
れ
ば
、
玄
機

は
囘
避
し
て
、
強
ひ
て
逼
れ
ば
號
泣
す
る
の
で
あ
る
。
林
亭
は
李
が
夕
に
望

を
懐
い
て
往
き
、
朝
に
興
を
失
っ
て
還
る
の
處
と
な
つ
た
。

　
こ
こ
に
は
男
女
の
関
係
を
拒
絶
し
よ
う
と
す
る
魚
玄
機
の
姿
が
記
さ
れ
て
い
る
。

小
説
に
描
か
れ
た
魚
玄
機
は
李
に
対
し
て
恋
愛
感
情
を
抱
い
て
い
た
わ
け
で
は
な

く
、
彼
の
詩
人
と
し
て
の
才
能
を
尊
敬
し
て
い
た
だ
け
だ
っ
た
。
鷗
外
は
、
魚
玄

機
の
李
億
に
対
す
る
気
持
ち
を
「
蔓
草
が
木
の
幹
に
纏
ひ
附
か
う
と
す
る
や
う
な

心
」
と
形
容
し
て
い
る
。
蔓
草
が
木
の
幹
を
巻
き
つ
い
て
養
分
を
吸
収
す
る
よ
う

に
、
魚
玄
機
は
李
を
通
じ
て
詩
歌
の
技
法
を
手
に
入
れ
よ
う
し
て
い
た
と
言
う
の

だ
。
鷗
外
は
魚
玄
機
の
李
億
に
寄
せ
る
愛
情
を
一
切
描
か
な
い
ま
ま
に
、
李
億
を

詩
人
と
し
て
尊
敬
す
る
魚
玄
機
の
姿
の
み
を
描
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
鷗
外
は
、
魚
玄
機
が
李
億
と
出
会
う
前
、
崇
真
観
で
遊
ん
だ
思
い
出
を

描
い
た
場
面
で
、
魚
玄
機
の
詩
歌
『
遊
崇
真
観
南
楼 

覩
新
及
第
題
名
処（（1
（

』
を
作

品
に
引
用
し
て
い
る
。

雲
峰
滿
目
放
春
情
。
歷
歷
銀
鉤
指
下
生
。
自
恨
羅
衣
掩
詩
句
。
舉
頭
空
羨
榜

中
名
。（
筆
者
訳
「
崇
真
観
南
楼
の
前
に
、
見
渡
す
限
り
山
の
峰
が
起
伏
し
、
春
の

日
に
晴
れ
る
。
進
士
た
ち
は
力
強
い
文
字
を
書
い
て
い
る
。
自
分
は
女
性
の
こ
と
で

詩
文
の
才
能
を
発
揮
で
き
な
い
こ
と
を
恨
み
、
壁
に
載
せ
る
進
士
た
ち
の
名
前
を
う

ら
や
む
こ
と
し
か
で
き
な
い
」）

　
唐
の
進
士（
科
挙
試
験
に
合
格
し
た
人
）は
崇
真
観
南
楼
の
壁
に
自
分
の
名
を
揮
毫

す
る
習
慣
が
あ
っ
た
。
こ
の
詩
歌
は
大
中
一
二
年
、
進
士
が
崇
真
観
南
楼
で
名
を

揮
毫
す
る
の
を
魚
玄
機
が
見
た
時
に
創
作
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
詩
家

と
し
て
の
才
能
に
恵
ま
れ
な
が
ら
も
、
女
性
で
あ
る
が
ゆ
え
に
そ
の
才
を
発
揮
す

る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
現
在
の
状
況
に
悲
憤
す
る
魚
玄
機
が
描
か
れ
て
い
る
。
鷗

46



外
は
あ
く
ま
で
自
己
の
意
志
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
で
人
生
の
意
義
を
獲
得
し
よ

う
と
す
る
女
性
と
し
て
、
魚
玄
機
を
描
こ
う
と
し
て
い
る
。

三　

陳
と
の
交
際

　
史
料
に
伝
わ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
魚
玄
機
と
李
億
の
婚
姻
関
係
は
長
く
続
く

こ
と
は
な
か
っ
た
。
魚
玄
機
が
一
六
歳
の
頃
、
李
億
の
彼
女
へ
の
愛
情
が
な
く
な

り
、
魚
玄
機
は
、
家
か
ら
追
い
出
さ
れ
て
女
道
士
に
な
る（（1
（

。

　
次
に
李
億
と
別
れ
た
後
の
魚
玄
機
に
つ
い
て
、
史
料
と
比
較
し
つ
つ
、
検
証
し

て
い
く
。
道
観
で
知
己
を
得
た
女
道
士
、
采
蘋
が
失
踪
し
た
後
、
魚
玄
機
が
淋
し

さ
の
中
で
友
人
を
求
め
は
じ
め
る
様
子
が
作
品
に
は
「
客
と
共
に
謔
浪
し
た
玄
機

は
、
客
の
散
じ
た
後
に
、
怏
々
と
し
て
、
樂
ま
な
い
。
夜
が
更
け
て
も
眠
ら
ず
に
、

目
に
涙
を
湛
へ
て
ゐ
る
」
と
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
か
ら
、
鷗
外
が
描
く

魚
玄
機
は
、
徐
々
に
史
料
に
伝
わ
る
魚
玄
機
像
に
接
近
し
は
じ
め
て
い
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
。
鷗
外
は
前
半
の
物
語
で
玄
機
の
男
性
的
で
「
沈
重
」
な
面
だ
け
を

形
象
し
、
物
語
が
展
開
す
る
に
つ
れ
て
史
伝
に
寄
り
添
う
形
で
感
傷
的
な
彼
女
の

姿
を
描
き
は
じ
め
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
入
道
後
の
魚
玄
機
の
様
子
を
伝
え
る

場
面
で
、
鷗
外
は
玄
機
が
友
人
温
庭
筠
に
寄
せ
た
『
寄
飛
卿（（1
（

』
を
引
用
紹
介
す
る

の
で
あ
る
。

階
砌
亂
蛩
鳴
。
庭
柯
煙
露
清
。
月
中
鄰
樂
響
。
樓
上
遠
山
明
。
珍
簟
涼
風
著
。

瑤
琴
寄
恨
生
。
嵇
君
懶
書
劄
。
底
物
慰
秋
情
。（
筆
者
訳
「
階
段
の
上
に
コ
オ

ロ
ギ
は
や
か
ま
し
く
鳴
い
て
い
る
。
庭
の
木
を
た
だ
よ
う
霧
は
静
か
に
澄
ん
で
い
る
。

隣
の
家
か
ら
聞
こ
え
る
笙
の
歌
は
月
か
ら
伝
わ
っ
た
よ
う
だ
。
屋
根
裏
で
遠
山
を
眺

め
る
と
、
は
っ
き
り
と
そ
の
姿
が
見
え
る
。
私
が
大
切
に
す
る
ご
ざ
を
涼
風
が
撫
で
、

琴
弦
を
弾
む
音
に
は
惜
し
さ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
飛
卿
は
手
紙
も
送
っ
て
く
れ
な

い
。
い
っ
た
い
何
が
秋
の
思
い
出
を
慰
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
」）

　
こ
の
詩
歌
に
は
、
秋
の
日
に
魚
玄
機
が
、
隣
家
の
音
楽
や
遠
い
風
景
に
託
し
た
、

さ
び
し
さ
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
魚
玄
機
は
た
く
さ
ん
の
客
人
と
出
会
い
、
詩
歌

を
通
じ
て
交
流
し
て
い
る
が
、
温
の
よ
う
な
、
師
に
も
友
人
に
も
な
る
こ
と
が
で

き
る
存
在
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
っ
た
、
そ
の
よ
う
な
孤
独
感
を
こ
こ
で
魚

玄
機
は
詩
歌
に
し
て
い
る
。

　
『
寄
飛
卿
』
に
「
嵇
君
懶
書
劄
。
底
物
慰
秋
情
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

温
か
ら
の
手
紙
が
届
か
な
い
魚
玄
機
は
さ
び
し
さ
を
抱
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

こ
れ
を
逆
か
ら
言
え
ば
、
魚
玄
機
は
温
と
の
交
流
を
通
じ
て
精
神
的
に
救
済
さ
れ

て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
鷗
外
の
『
魚
玄
機
』
に
は
、
温
庭
筠
と
の
や
り

と
り
に
よ
っ
て
も
さ
び
し
さ
を
ま
ぎ
ら
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
魚
玄
機
の
様
子

も
描
か
れ
て
お
り
、
こ
こ
が
史
料
と
は
異
な
る
。「
さ
て
日
を
経
て
溫
の
書
が
來

る
と
、
玄
機
は
失
望
し
た
や
う
に
見
え
た
。
こ
れ
は
溫
の
書
の
罪
で
は
な
い
。
玄

機
は
求
む
る
所
の
も
の
が
あ
つ
て
、
自
ら
そ
の
何
物
な
る
か
を
知
ら
ぬ
の
で
あ

る
」
と
い
う
文
章
か
ら
わ
か
る
の
は
、
詩
人
と
し
て
の
人
生
を
手
に
入
れ
て
も
、

魚
玄
機
が
自
分
の
人
生
に
満
足
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
の
空
白
を
埋
め
る
た
め

に
恋
愛
に
傾
斜
し
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
し
て
鷗
外
は
物
語
の
展
開
の
上
で
重
要
な
役
割
を
担
う
陳
某
と
い
う
人
物
を

森鷗外『魚玄機』論
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登
場
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

　
或
る
夜
玄
機
は
例
の
如
く
、
燈
の
下
に
眉
を
蹙
め
て
沈
思
し
て
ゐ
た
が
、

漸
く
不
安
に
な
つ
て
席
を
起
ち
、
あ
ち
こ
ち
室
内
を
歩
い
て
、
机
の
上
の
物

を
取
つ
て
は
、
又
直
す
ぐ
に
放
下
し
な
ど
し
て
ゐ
た
。
良
久
し
う
し
て
後
、

玄
機
は
紙
を
展
べ
て
詩
歌
を
書
い
た
。
そ
れ
は
樂
人
陳
某
に
寄
せ
る
詩
歌
で

あ
つ
た
。

　
こ
こ
で
鷗
外
は
、
楽
人
陳
某
と
い
う
、
ど
の
史
伝
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
人
物

を
登
場
さ
せ
、『
感
懐
寄
人（（1
（

』
と
い
う
実
在
す
る
魚
玄
機
の
詩
歌
を
、
彼
女
が
陳

へ
贈
っ
た
も
の
と
し
て
引
用
し
て
い
る
。
陳
は
実
在
し
な
い
の
だ
か
ら
、
こ
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
は
も
ち
ろ
ん
鷗
外
の
創
作
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
魚
玄
機
が
陳
へ
贈
っ

た
『
感
懐
寄
人
』
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

恨
寄
朱
絃
上
。
含
情
意
不
任
。
早
知
雲
雨
会
。
未
起
蕙
蘭
心
。
灼
灼
桃
兼
李
。

無
妨
國
士
尋
。
蒼
蒼
松
與
桂
。
仍
羨
世
人
欽
。
月
色
苔
階
浄
。
歌
聲
竹
院
深
。

門
前
紅
葉
地
。
不
掃
待
知
音
。（
筆
者
訳
「
別
れ
の
恨
み
を
琴
線
に
託
し
た
が
、

琴
の
音
も
私
の
気
持
ち
を
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
も
し
出
会
っ
た
後
に
ま
た
別
れ

る
雲
雨
の
よ
う
な
縁
だ
と
早
く
知
れ
れ
ば
、
純
粋
な
少
女
の
心
の
中
で
さ
ざ
波
立
つ

こ
と
は
な
い
。
今
咲
き
誇
る
花
は
素
敵
な
人
が
訪
れ
る
の
を
待
っ
て
い
る
。
う
っ
そ

う
と
生
い
茂
っ
て
い
る
松
や
木
犀
は
人
に
愛
さ
れ
る
の
を
羨
ん
で
い
る
。
月
明
か
り

の
下
で
庭
の
階
段
は
美
し
い
。
竹
を
植
え
た
庭
の
奥
か
ら
歌
声
が
聞
こ
え
、
さ
ら
に

静
か
な
さ
び
し
さ
を
か
み
し
め
る
。
門
の
前
に
は
紅
葉
が
落
ち
て
い
る
。
友
が
い
つ

か
訪
れ
る
と
思
う
か
ら
、
門
の
前
の
紅
葉
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
こ
う
」）

　
鷗
外
は
、
こ
の
詩
歌
に
託
す
形
で
、
陳
に
詩
歌
を
送
る
こ
と
で
孤
独
か
ら
救
済

さ
れ
よ
う
と
す
る
魚
玄
機
の
内
面
を
表
現
し
て
い
る
。
孤
独
感
の
中
で
一
人
の
男

性
に
恋
愛
感
情
を
抱
き
、
そ
の
思
い
を
込
め
た
詩
歌
を
送
る
こ
と
で
、
男
女
の
関

係
へ
と
発
展
し
て
い
く
と
い
う
プ
ロ
ッ
ト
は
、
物
語
の
展
開
と
し
て
き
わ
め
て
自

然
で
あ
り
、
こ
こ
で
引
用
さ
れ
る
『
感
懐
寄
人
』
は
、
物
語
を
進
行
さ
せ
る
上
で

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
陳
と
の
交
際
が
は
じ
ま
っ
た
後
の
魚
玄
機
を
見
て
い
く
。
二
人
の
行
き

来
が
頻
繁
に
な
る
に
つ
れ
て
、
魚
玄
機
の
人
柄
や
行
動
は
、
変
化
を
見
せ
は
じ
め

る
。

　
陳
の
玄
機
を
訪
ふ
こ
と
が
頻
な
の
で
、
客
は
多
く
卻
け
ら
れ
る
や
う
に
な

つ
た
。
書
を
索
め
る
も
の
は
、
只
金
を
贈
っ
て
書
を
得
る
だ
け
で
、
満
足
し

な
く
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。

　
陳
に
思
い
を
寄
せ
る
魚
玄
機
は
、
詩
人
と
し
て
生
き
る
こ
と
に
人
生
の
意
義
を

認
め
て
い
た
頃
の
彼
女
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
姿
を
見
せ
は
じ
め
て
い
る
。
も
は

や
彼
女
に
と
っ
て
詩
歌
は
、
陳
が
そ
ば
に
い
な
い
さ
び
し
さ
を
ま
ぎ
ら
わ
せ
る
手

段
に
す
ぎ
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
魚
玄
機
と
陳
の
往
来
は
ひ
そ
か
に
七
年
間
続
き
、
彼
女
の
生
活
は
陳
と
の
恋
愛

を
中
心
に
回
り
は
じ
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
鷗
外
は
こ
こ
で
、
史
伝
に
は
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記
さ
れ
て
い
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
付
け
加
え
る
。
そ
れ
は
、
召
使
い
を
解
雇
し
、

「
醜
惡
」
で
「
不
機
嫌
な
」
老
婢
を
使
う
こ
と
に
し
た
と
い
う
挿
話
で
あ
る
。
魚

玄
機
が
召
使
い
を
解
雇
し
た
後
、
温
に
詩
歌
を
送
る
場
面
で
鷗
外
は
、
彼
女
の

『
冬
夜
寄
温
飞
卿

（
（1
（

』
を
引
用
し
て
い
る
。

苦
思
搜
詩
燈
下
吟
。
不
眠
長
夜
怕
寒
衾
。
滿
庭
木
葉
愁
風
起
。
透
幌
紗
窗
惜

月
沈
。
疏
散
未
閑
終
遂
願
。
盛
衰
空
見
本
來
心
。
幽
棲
莫
定
梧
桐
處
。
暮
雀

啾
啾
空
繞
林
。（
筆
者
訳
「
蝋
燭
の
光
の
下
で
心
の
痛
み
を
抱
き
な
が
ら
詩
歌
を
読

む
。
眠
れ
な
い
夜
に
、
私
は
寒
さ
と
孤
独
を
我
慢
す
る
し
か
な
い
。
庭
に
落
ち
た
た

く
さ
ん
葉
は
悲
し
み
に
吹
か
れ
て
い
る
。
窓
越
し
に
見
る
月
は
も
う
沈
ん
で
し
ま
っ

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
感
情
が
私
の
心
の
中
で
、
浮
か
ん
で
は
消
え
て
い
っ
た
が
、
結
局

願
い
が
叶
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
ん
な
人
里
離
れ
た
場
所
に
住
ん
で
い
る

私
は
愛
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
な
っ
た
。
日
暮
れ
の
中
で
雀
は
森
の
中
で
は
か
な
く
鳴

い
て
い
る
」）

　
九
内
悠
水
子
は
、
魚
玄
機
の
「
詩
作
に
対
す
る
態
度
の
変
化
は
精
神
が
肉
体
に

凌
駕
さ
れ
て
ゆ
く
過
程
」
で
あ
り
、「
陳
と
出
会
い
に
よ
っ
て
玄
機
の
肉
体
は
完

全
に
精
神
と
分
離
し
て
し
ま
う
」
と
述
べ
て
い
る（（2
（

。
鷗
外
は
、
こ
の
詩
歌
を
作
品

に
引
用
紹
介
す
る
こ
と
で
、
強
い
意
志
を
持
っ
て
い
た
は
ず
の
魚
玄
機
が
、
愛
情

に
悩
み
、
孤
独
に
苦
し
む
女
性
へ
と
変
貌
し
て
い
っ
た
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。

陳
と
恋
に
落
ち
た
こ
と
で
彼
女
の
生
の
中
心
は
詩
歌
か
ら
恋
愛
に
移
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
し
て
魚
玄
機
は
普
通
の
女
と
し
て
、
陳
と
の
関
係
の
中
に
安
定
し
た
人
生

を
求
め
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
陳
は
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
、
彼
女
に
対
し

て
か
つ
て
の
よ
う
な
愛
情
を
感
じ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
魚
玄
機
の
愛
は
挫
折
し
、

結
局
、
史
伝
に
伝
え
ら
れ
る
魚
玄
機
と
同
じ
よ
う
に
、
嫉
妬
に
狂
い
、
陳
と
婢
の

緑
翹
の
関
係
を
疑
い
、
彼
女
を
殺
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

　
史
伝
に
語
ら
れ
る
魚
玄
機
は
、
男
性
の
よ
う
な
野
心
を
持
ち
、
科
挙
試
験
の
制

度
に
不
満
を
言
う
な
ど
、
社
会
と
対
峙
す
る
自
我
を
持
つ
女
性
で
あ
っ
た
。
そ
の

も
う
一
方
で
、
李
億
に
対
し
て
愛
情
を
抱
き
、
そ
の
別
れ
を
悲
し
ん
で
い
た
。
彼

女
の
内
部
で
は
、
詩
家
と
し
て
生
き
よ
う
と
す
る
強
い
意
志
を
も
っ
た
魚
玄
機
と
、

恋
愛
に
溺
れ
る
魚
玄
機
が
同
居
、
あ
る
い
は
混
在
し
て
い
る
。

　
一
方
、
鷗
外
の
場
合
こ
の
よ
う
な
彼
女
の
多
面
性
を
時
系
列
上
に
整
理
し
、
魚

玄
機
の
「
変
化
」
と
し
て
描
い
て
い
る
。
前
半
で
鷗
外
は
、
玄
機
の
意
志
的
な
側

面
だ
け
を
描
く
一
方
、
後
半
で
は
陳
を
愛
す
る
あ
ま
り
、
緑
翹
を
殺
し
て
し
ま
う

「
物
語
」
を
語
っ
て
い
る
。
鷗
外
は
史
料
や
詩
歌
を
参
照
し
て
玄
機
を
形
象
し
た

が
、
同
時
に
魚
玄
機
の
変
貌
の
物
語
に
な
る
よ
う
プ
ロ
ッ
ト
を
構
成
し
て
お
り
、

前
半
と
後
半
で
は
、
魚
玄
機
に
お
け
る
異
な
る
二
つ
の
性
格
を
形
象
し
て
い
る
わ

け
で
あ
る
。

四　

緑
翹
殺
人
を
め
ぐ
る
改
作

　
さ
ら
に
、
魚
玄
機
に
よ
る
緑
翹
殺
害
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。

　
『
三
水
小
牘（（2
（

』
に
は
緑
翹
に
つ
い
て
「
一
女
僮
曰
緑
翹
。
亦
特
明
慧
有
色
。」

（
筆
者
訳
「
魚
玄
機
は
緑
翹
と
い
う
婢
が
い
た
。
頭
が
良
く
て
綺
麗
で
あ
る
」）と
説
明
さ

れ
て
い
る
。
緑
翹
は
、
魚
玄
機
ほ
ど
の
美
女
で
は
な
い
が
、
き
れ
い
な
顔
立
ち
を
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し
た
利
発
な
女
性
で
あ
り
、
け
っ
し
て
醜
い
女
性
で
は
な
か
っ
た
。

　
一
方
、
鷗
外
の
『
魚
玄
機
』
で
は
、
緑
翹
に
つ
い
て
「
顔
は
美
し
く
は
な
い
が
、

聰
慧
で
媚
態
が
あ
つ
た
」「
緑
翹
は
額
の
低
い
、
頤
の
短
い
猧
子
に
似
た
顏
で
、

手
足
は
粗
大
で
あ
る
。
領
や
肘
は
い
つ
も
垢
膩
に
汚
れ
て
ゐ
る
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
鷗
外
が
描
く
緑
翹
は
、
魚
玄
機
と
比
べ
る
と
、
気
品
が
な
く
、
だ
ら
し
な
い

女
性
で
あ
っ
た
が
、「
媚
態
が
あ
っ
た
」
と
い
う
。
楽
人
陳
某
と
恋
愛
関
係
を
結

ん
で
以
来
、
玄
機
が
恋
愛
に
溺
れ
、
嫉
妬
に
狂
う
女
性
に
変
貌
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
を
強
調
す
る
た
め
に
、
鷗
外
は
あ
え
て
緑
翹
を
美
し
く
な
い
女
性
と
し
て
設
定

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
殺
人
事
件
が
起
こ
る
当
日
の
状
況
に
つ
い
て
『
三
水
小
牘（

（2
（

』
に
は
次
の

よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

忽
一
日
。
機
為
鄰
院
所
邀
。
將
行
。
誡
翹
曰
。
無
出
。
若
有
熟
客
。
但
云
在

某
處
。
機
為
女
所
留
，
迨
暮
方
歸
院
，
綠
翹
迎
門
曰
。
適
某
客
來
。
知
鍊
師

不
在
。
不
舍
轡
而
去
矣
。
客
乃
機
素
相
暱
者
。
意
翹
與
之
私
。
及
夜
。
張
燈

扃
戶
。
乃
命
翹
入
臥
內
詢
之
。（
筆
者
訳
「
あ
る
日
、
玄
機
は
隣
の
院
に
誘
わ
れ

た
。
出
発
前
に
緑
翹
に
「
外
出
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
知
り
合
い
の
客
が
来
た
ら
、

私
の
場
所
を
教
え
て
あ
げ
な
さ
い
」
と
言
っ
た
。
玄
機
は
女
道
士
に
引
き
と
め
ら
れ
、

日
暮
れ
に
な
っ
て
や
っ
と
戻
っ
た
。
緑
翹
は
出
迎
え
て
「
さ
っ
き
お
客
さ
ん
が
来
た
。

不
在
を
知
る
と
、
馬
か
ら
降
り
ず
に
帰
っ
て
行
っ
た
」
と
言
っ
た
。
そ
の
客
は
平
日

頃
玄
機
と
親
し
ん
で
い
る
人
だ
か
ら
、
玄
機
は
緑
翹
と
客
が
密
通
し
て
い
る
こ
と
を

疑
っ
て
い
た
。
そ
の
日
の
夜
に
明
り
を
灯
し
て
扉
を
閉
め
た
後
、
緑
翹
を
部
屋
の
中

に
呼
ん
で
詰
問
し
た
。」）

　
魚
玄
機
は
隣
の
女
道
士
に
誘
わ
れ
外
出
し
、
日
暮
れ
に
咸
宜
観
に
帰
っ
て
き
た
。

魚
玄
機
が
戻
っ
て
き
た
時
、
緑
翹
が
客
人
が
尋
ね
て
き
た
こ
と
を
伝
え
る
と
、
玄

機
は
二
人
が
密
通
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
い
は
じ
め
る
。
以
上
が
史
伝
に

伝
わ
る
魚
玄
機
が
緑
翹
を
殺
害
す
る
理
由
で
あ
る
。

　
『
全
唐
詩
』
に
は
、
玄
機
が
李
億
や
温
庭
筠
以
外
の
男
性
ら
に
送
る
詩
歌
も

残
っ
て
お
り
、
魚
玄
機
が
多
数
の
男
性
と
交
際
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る（（2
（

。

史
料
に
登
場
す
る
「
客
」
は
玄
機
が
交
際
し
て
い
た
男
性
の
一
人
で
あ
る
。
魚
玄

機
の
詩
歌
を
読
ん
で
い
る
鷗
外
が
、
こ
の
事
実
に
気
づ
か
な
い
は
ず
は
な
い
。
し

か
し
、
鷗
外
の
『
魚
玄
機
』
の
場
合
は
楽
人
陳
某
の
み
を
登
場
さ
せ
て
お
り
、
史

料
に
名
前
が
記
さ
れ
て
い
な
い
多
く
の
「
客
」
は
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　
鷗
外
が
描
く
魚
玄
機
の
恋
人
、
陳
は
、
交
際
が
始
ま
っ
た
当
初
、
頻
繁
に
魚
玄

機
を
訪
ね
て
い
た
が
、
や
が
て
足
も
遠
の
き
、
彼
女
を
置
き
去
り
に
し
て
、
旅
行

に
出
か
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
い
つ
も
な
ら
書
斎
で
魚
玄
機
を

待
っ
て
い
る
は
ず
の
陳
が
、
そ
の
日
に
限
っ
て
、
彼
女
が
帰
っ
て
く
る
の
を
待
た

ず
に
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。
つ
ま
り
、
魚
玄
機
と
の
恋
愛
関
係
に
あ
っ
た
七
年
の
間

に
陳
の
彼
女
に
対
す
る
態
度
や
行
動
が
、
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
あ

る
。
鷗
外
は
、
魚
玄
機
の
目
を
通
じ
て
、
陳
と
緑
翹
の
接
触
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。

　
其
間
に
玄
機
は
、
度
々
陳
が
緑
翹
を
揶
揄
す
る
の
を
見
た
。（
中
略
）そ
の

う
ち
三
人
の
關
係
が
少
し
く
紛
糾
し
て
来
た
。
こ
れ
ま
で
は
玄
機
の
擧
措
が
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意
に
満
た
ぬ
時
、
陳
は
寡
言
に
な
つ
た
り
、
又
は
全
く
口
を
噤
ん
で
ゐ
た
り

し
た
の
に
、
今
は
陳
が
さ
う
云
ふ
時
、
多
く
緑
翹
と
語
つ
た
。
其
の
上
さ
う

云
ふ
時
の
陳
の
詞
は
極
て
溫
和
で
あ
る
。

　
鷗
外
は
陳
の
行
動
や
変
化
を
詳
し
く
描
写
す
る
こ
と
で
、
魚
玄
機
が
緑
翹
を
殺

し
た
理
由
が
嫉
妬
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
の
中
に
明
確
に
組
み
込
ん
で
い
る
。
嫉

妬
す
る
魚
玄
機
の
目
に
は
陳
と
緑
翹
が
密
通
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
わ
け
だ
が
、

さ
ら
に
鷗
外
は
、
そ
の
原
因
は
陳
の
心
が
は
な
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
陳
の
密
通

を
魚
玄
機
が
妄
想
し
た
の
は
、
一
途
な
愛
を
陳
に
寄
せ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
、
と

時
間
軸
上
に
お
い
て
可
能
な
か
ぎ
り
遡
行
し
て
原
因
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
点
も

史
伝
と
は
異
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
歴
史
上
に
お
け
る
魚
玄
機
に
よ
る
緑
翹
殺
害
に
関
し
て
、
史
料
の

中
で
も
も
っ
と
も
重
要
視
さ
れ
て
い
る
の
が
、
以
下
の
よ
う
な
緑
翹
の
言
葉（（2
（

で
あ

る
。

翹
曰
。
自
執
巾
盥
數
年
。
實
自
檢
御
，
不
令
有
似
是
之
過
。
致
忤
尊
意
。
且

某
客
至
款
扉
。
翹
隔
闔
報
云
。
鍊
師
不
在
。
客
無
言
。
策
馬
而
去
。
若
云
情

愛
。
不
蓄
於
胸
襟
有
年
矣
。
幸
鍊
師
無
疑
。
機
愈
怒
。
裸
而
笞
百
數
。
但
言

無
之
。
旣
委
頓
。
請
盃
水
酹
地
曰
。
鍊
師
欲
求
三
清
長
生
之
道
。
而
未
能
忘

解
佩
薦
枕
之
歡
。
反
以
沈
猜
。
厚
誣
貞
正
。
翹
今
必
死
於
毒
手
矣
。
無
天
則

無
所
訴
。
若
有
。
誰
能
抑
我
彊
魂
。
誓
不
蠢
蠢
於
冥
莫
之
中
。
縱
爾
淫
佚
。

言
訖
。
絕
於
地
。（
筆
者
訳
「
緑
翹
は
「
あ
な
た
に
仕
え
て
数
年
た
つ
が
、
私
は
、

自
分
の
言
行
に
十
分
に
気
を
つ
け
慎
ん
で
い
る
。
あ
な
た
の
意
に
逆
ら
う
こ
と
は
な

い
。
私
は
た
だ
、
扉
を
閉
め
た
ま
ま
、
客
に
あ
な
た
は
い
な
い
と
教
え
た
だ
け
だ
。

客
も
何
も
話
さ
ず
に
馬
に
乗
っ
て
離
れ
た
。
も
う
何
年
も
の
間
、
男
性
を
愛
し
た
こ

と
な
ど
な
い
。
私
の
こ
と
を
疑
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
た
。
玄
機
は
こ
の
話

を
聞
き
さ
ら
に
怒
り
始
め
た
。
緑
翹
に
服
を
脱
ぐ
よ
う
に
命
じ
て
、
竹
の
板
で
厳
し

く
打
っ
た
。
何
百
回
打
っ
て
も
緑
翹
は
ま
だ
否
定
し
て
い
る
。
緑
翹
は
も
う
立
ち
上

が
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
緑
翹
は
水
を
求
め
、
天
に
祈
り
を
捧
げ
る

た
め
に
地
面
に
撒
い
た
。「
魚
玄
機
は
道
家
三
清
の
不
老
長
生
の
道
を
求
め
て
い
る
が
、

男
女
の
情
愛
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
て
な
か
っ
た
。
今
、
他
人
を
疑
う
心
に
と
ら
わ

れ
て
し
ま
い
、
私
に
ぬ
れ
ぎ
ぬ
を
着
せ
て
い
る
。
今
日
私
は
き
っ
と
あ
な
た
の
手
で

死
ぬ
だ
ろ
う
。
天
は
存
在
せ
ず
、
だ
か
ら
私
は
ど
こ
に
も
私
も
無
罪
を
訴
え
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
か
な
ら
ず
や
私
の
怨
念
は
あ
な
た
を
呪
い
続
け
る
だ
ろ
う
。
私
は
死

者
の
国
に
あ
っ
て
も
あ
な
た
を
許
す
こ
と
な
ど
は
で
き
な
い
」
と
言
っ
た
後
、
緑
翹

は
死
ん
で
し
ま
っ
た
。」）

　
こ
の
よ
う
に
史
伝
に
記
さ
れ
た
緑
翹
は
婢
の
身
分
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

き
わ
め
て
理
路
整
然
と
自
分
の
潔
白
を
説
明
し
て
い
る
。
一
方
、
魚
玄
機
は
緑
翹

の
筋
道
の
立
っ
た
弁
解
を
無
視
し
、
拷
問
に
か
け
よ
う
と
す
る
。
伊
藤
発
子
が
述

べ
て
い
る
よ
う
に
、『
三
水
小
牘
』
は
「
実
録
的
教
訓
的
」
で
あ
り
、
魚
玄
機
が

男
女
の
愛
情
に
溺
れ
る
こ
と
を
批
判
し
、
疑
心
に
心
を
奪
わ
れ
、
罪
を
犯
せ
ば
か

な
ら
ず
報
い
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る（（2
（

。
一
方
、
鷗
外
は
、
以
上
の

よ
う
な
緑
翹
の
遺
言
を
参
照
せ
ず
、
玄
機
の
心
理
や
殺
人
過
程
に
焦
点
を
当
て
て

描
写
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
次
の
文
章
が
そ
れ
に
当
た
る
。

森鷗外『魚玄機』論

51



　
女
は
只
「
存
じ
ま
せ
ん
、
存
じ
ま
せ
ん
」
と
云
つ
た
。
玄
機
に
は
そ
れ
が

甚
し
く
狡
獪
な
や
う
に
感
ぜ
ら
れ
た
。
玄
機
は
床
の
上
に
跪
い
て
ゐ
る
女
を

押
し
倒
し
た
。
女
は
懾
れ
て
目
を
睜
つ
て
ゐ
る
。「
な
ぜ
白
状
し
な
い
か
」

と
叫
ん
で
玄
機
は
女
の
吭
を
扼
し
た
。
女
は
只
手
足
を
も
が
い
て
ゐ
る
。
玄

機
が
手
を
放
し
て
見
る
と
、
女
は
死
ん
で
ゐ
た
。

　
『
三
水
小
牘
』
に
お
け
る
緑
翹
殺
害
の
場
面
は
、
魚
玄
機
よ
り
も
緑
翹
を
中
心

に
描
い
て
い
る
の
だ
が
、
鷗
外
の
場
合
、
緑
翹
に
関
す
る
記
述
を
ほ
と
ん
ど
削
除

し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
結
果
、
作
品
で
は
史
料
に
記
さ
れ
た
よ
う
な
教
訓
め
い
た

内
容
が
一
切
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
る
の
は
、
緑

翹
の
遺
言
を
引
用
す
る
こ
と
で
道
義
的
に
魚
玄
機
を
批
判
す
る
こ
と
を
回
避
し
よ

う
と
し
た
鷗
外
の
意
図
で
あ
る
。
も
し
鷗
外
が
魚
玄
機
を
道
徳
的
に
批
判
す
る
つ

も
り
な
ら
、『
三
水
小
牘
』
の
伝
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
作
品
世
界
に
取
り
込
ん
だ

は
ず
で
あ
る
。

五　

魚
玄
機
の
二
面
性
―
『
蛇
』
と
の
比
較
研
究

　
こ
こ
ま
で
の
分
析
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
鷗
外
は
当
初
、
魚
玄
機
を
美
貌
と
才

能
を
兼
ね
備
え
、
主
体
性
を
持
っ
て
自
分
の
生
の
意
義
や
価
値
を
自
ら
発
見
し
、

実
現
し
て
い
こ
う
と
す
る
女
性
と
し
て
描
い
て
い
た
。
し
か
し
、
物
語
の
後
半
に

な
る
と
、
そ
の
対
極
に
あ
る
よ
う
な
人
間
性
が
表
面
化
し
は
じ
め
て
い
る
。
後
半

に
描
か
れ
た
彼
女
は
愛
欲
に
溺
れ
、
嫉
妬
の
あ
ま
り
、
女
婢
緑
翹
を
殺
し
て
し
ま

う
。
し
か
も
鷗
外
は
、
そ
の
よ
う
な
魚
玄
機
を
、
史
伝
の
よ
う
に
道
義
的
に
批
判

す
る
こ
と
を
回
避
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
魚
玄
機
の
造
形
は
鷗
外
の
中
期
作
品
『
蛇
』
に
登
場
す
る
お
豊
の

人
物
像
と
近
似
し
て
い
る
。
そ
こ
で
最
後
に
魚
玄
機
と
お
豊
、
ふ
た
り
の
女
性
の

人
物
像
を
比
較
し
つ
つ
、
玄
機
が
変
貌
し
て
い
っ
た
理
由
に
つ
い
て
分
析
を
進
め

て
い
き
た
い
。

　
明
治
四
四（
一
九
一
〇
）年
に
『
中
央
公
論
』
に
発
表
さ
れ
た
『
蛇
』
の
主
人
公

の
お
豊
に
つ
い
て
、
作
品
で
は
「
身
代
は
穂
積
家
よ
り
小
さ
く
て
も
、
同
郡
で
舊

家
と
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
る
家
の
娘
に
、
こ
れ
も
東
京
に
出
て
、
高
等
女
學
校
を
卒

業
し
て
帰
つ
て
ゐ
る
の
が
あ
つ
た
。
い
つ
か
越
後
の
人
が
此
娘
を
見
て
、
自
分
の

國
は
女
の
美
し
い
國
だ
が
、
お
豊
さ
ん
の
よ
う
に
美
し
い
の
は
、
見
た
こ
と
が
な

い
と
云
つ
た
そ
う
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
お
豊
も
魚
玄
機
と
同
じ
く
美
貌

の
持
主
で
、
知
性
豊
か
な
女
性
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
魚
玄
機

は
小
さ
い
頃
か
ら
詩
歌
を
学
び
、
男
性
以
上
の
知
性
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
わ
け
だ

が
、『
蛇
』
の
お
豊
も
、
女
学
校
を
卒
業
し
、
新
し
い
教
育
を
受
け
た
女
性
と
し

て
形
象
さ
れ
て
い
る
。
　

　
ま
た
、『
蛇
』
に
は
お
豊
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
記
さ
れ
て
い

る
。

　
御
隱
居
が
樂
し
げ
に
主
人
に
話
し
掛
け
る
。
主
人
が
返
事
を
す
る
。
嫁
さ

ん
は
下
を
向
い
て
聞
い
て
ゐ
た
が
、
ろ
く
に
物
も
食
べ
ず
に
、
誰
よ
り
も
先

に
默
つ
て
席
を
立
つ
て
し
ま
っ
た
。 

（
中
略
）併
し
午
も
晩
も
同
じ
や
う
に
、

嫁
さ
ん
丈
早
く
席
を
起
つ
た
。
そ
の
次
の
日
か
ら
は
、
用
事
に
か
こ
つ
け
て
、

嫁
さ
ん
は
遲
れ
て
食
べ
に
出
る
。
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お
豊
の
嫁
ぎ
先
、
穂
積
千
足
の
家
に
は
、
食
事
の
時
に
「
何
か
近
鄕
で
あ
つ
た

嘉
言
善
行
と
い
ふ
や
う
な
事
を
話
す
」
習
慣
が
あ
っ
た
。
ま
た
、「
新
聞
紙
の
三

面
記
事
」、
前
日
読
ん
だ
本
、
聞
い
た
話
な
ど
を
話
し
合
う
こ
と
は
、
先
代
の
主

人
か
ら
の
習
わ
し
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
穂
積
家
の
習
慣
に
対
し
て

お
豊
は
、
き
わ
め
て
懐
疑
的
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
「
お
母
あ
様
の
偽
善
的
な
お
話

が
嫌
い
で
」、
わ
ざ
と
家
族
と
の
食
事
の
時
間
を
避
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

お
豊
は
新
し
い
学
問
を
受
け
る
こ
と
で
、「
オ
オ
ソ
リ
チ
イ
」
を
認
め
な
く
な
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。
魚
玄
機
も
ま
た
お
豊
と
同
じ
く
理
知
的
な
女
性
と
し
て
描
か

れ
て
お
り
、
才
能
や
野
心
を
持
ち
つ
つ
も
、
女
性
ゆ
え
に
学
問
を
も
っ
て
身
を
立

て
る
こ
と
の
で
き
な
い
不
条
理
に
不
満
を
い
だ
い
て
い
る
。

　
し
か
し
、
お
豊
は
義
母
が
亡
く
な
っ
た
初
七
日
の
夜
に
、
仏
壇
に
「
と
ぐ
ろ
を

巻
い
て
」
い
る
大
き
な
蛇
を
見
、
こ
の
蛇
は
死
ん
だ
義
母
が
自
分
に
罰
を
与
え
る

た
め
の
怨
霊
だ
と
信
じ
、「
気
が
狂
っ
て
し
ま
う
」。
高
等
教
育
を
受
け
た
「
新
し

い
女
性
」
で
あ
っ
た
は
ず
の
お
豊
は
、
蛇
の
祟
り
を
恐
れ
て
理
性
を
喪
失
し
、
狂

気
の
世
界
へ
転
落
し
て
い
っ
た
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
彼
女
の
精
神
が
理
性
と

狂
気（
非
理
性
）を
極
点
と
す
る
幅
あ
る
い
は
、
ゆ
れ
と
し
て
、
あ
る
い
は
二
重
存

在
と
し
て
あ
っ
た
こ
と
を
私
た
ち
に
予
感
さ
せ
る
。
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
に
よ

れ
ば
、
近
代
以
前
に
お
い
て
は
狂
気
と
非
狂
気
、
理
性
と
非
理
性
が
区
別
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
雑
然
と
入
り
組
ん
で
い
た
。「
近
代
社
会
の
形
成
期
」
に
お
い
て
、

「
近
代
の
政
治
的
、
社
会
的
、
経
済
的
、
思
想
的
な
枠
組
み
が
準
備
さ
れ
」、

「〈
理
性
〉
の
名
の
も
と
に
、
狂
気
が
非
理
性
と
し
て
排
除
さ
れ
て
」
い
っ
た
と

い
う（（2
（

。
こ
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
、
お
豊
の
表
面
的
な
人
格
と
し
て
現
れ
る
合
理
的
で

近
代
的
な
自
我
の
外
部
に
は
、
欲
望
や
狂
気
な
ど
、
生
成
変
化
す
る
様
々
な
情
念

や
欲
望
が
無
辺
に
広
が
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
蛇
を
見
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
お
豊
は
狂
気
に
取
り
憑
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
フ
ー
コ
ー
の
考

え
方
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
人
間
存
在
は
可
視
領
域
と
不
可
視
領
域
を
合
わ
せ
て

全
体
性
と
し
て
あ
る
こ
と
に
な
る
。
と
す
る
な
ら
、
仏
壇
で
と
ぐ
ろ
を
巻
く
蛇
を

目
撃
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
お
豊
の
表
層
的
な
人
格
に
裂
け
目
が
生
じ
、

不
可
視
領
域
に
押
し
込
め
ら
れ
て
い
た
狂
気
が
噴
出
し
は
じ
め
た
、
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
一
方
、『
魚
玄
機
』
の
場
合
、
楽
人
陳
某
と
出
会
っ
て
以
後
、
理
知
で
あ
っ
た

は
ず
の
魚
玄
機
は
、
徐
々
に
欲
望
や
官
能
的
人
生
に
身
を
委
ね
る
よ
う
に
な
る
。

そ
し
て
、
緑
翹
に
対
す
る
猜
疑
心
や
嫉
妬
心
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、
つ
い
に
は
殺

害
に
到
る
。
お
豊
と
魚
玄
機
、
逸
脱
の
形
式
は
異
な
る
が
、
理
性
、
理
知
の
喪
失

と
狂
気
へ
の
転
落
と
い
う
点
で
は
同
じ
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
人
格
の
内
に

理
性
と
非
理
性
の
両
方
を
抱
え
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
点
で
両
者
は
一
致

し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
は
、
人
間
存
在
そ
の
も
の
が
理

性
と
非
理
性
の
総
体
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
る
と
す
る
鷗
外
の
実
存
を
め
ぐ
る
認

識
論
的
布
置
で
あ
る
。
詩
歌
の
才
能
に
恵
ま
れ
、
芸
術
家
と
し
て
生
の
価
値
を
構

築
し
て
き
た
魚
玄
機
は
や
が
て
、
男
女
関
係
に
お
ぼ
れ
、
妄
想
に
と
ら
わ
れ
、
緑

翹
を
殺
し
て
し
ま
う
。
鷗
外
は
理
性
と
狂
気
ど
ち
ら
か
一
方
の
み
を
人
間
の
本
質

と
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
二
極
を
内
包
す
る
全
体
性
と
し
て
人
間
の
実
存
様

式
を
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
人
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
で
は
な
く
、
人
は
い
か
に
あ
る
の
か
と
い
う
鷗
外
の
問

い
か
け
が
魚
玄
機
の
作
品
世
界
の
基
層
に
は
存
在
し
て
い
る
。
人
は
理
性
と
非
理

性
の
総
体
と
し
て
あ
り
、
深
層
に
潜
む
狂
気
が
何
か
を
き
っ
か
け
と
し
て
可
視
領

森鷗外『魚玄機』論
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域
に
噴
出
し
は
じ
め
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
が
こ
の
作
品
で
鷗
外
が
描
い
た
存
在

の
実
相
な
の
で
あ
る
。

注（
1
）	

山
本
美
智
子
「
森
鷗
外
『
魚
玄
機
』
の
史
料
と
テ
ー
マ
に
つ
い
て
」（『
日
本
文

学
』　
昭
和
四
八
年（
一
九
七
三
）一
一
月
）に
よ
れ
ば
、
鷗
外
が
挙
げ
た
参
考
文
献
は
、

魚
玄
機
の
生
涯
を
詳
細
に
記
録
す
る
『
三
水
小
牘
』
系
統（『
太
平
廣
記（
緑
翹
）』

『
続
談
助
』）、『
全
唐
詩
話
』
系
統（『
唐
詩
紀
事
』）、『
北
夢
瑣
言
』
系
統（『
太
平
廣

記（
魚
玄
機
）』）、『
唐
才
子
傳
』
系
統
四
種
類
と
、
概
略
的
に
記
述
す
る
『
南
部
新

書
』
系
統
、『
全
唐
詩
』
系
統
、
全
六
系
統
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
2
）	

神
鷹
徳
治
「
本
を
楽
し
む
　
鷗
外
と
漢
籍
：『
魚
玄
機
』
を
め
ぐ
っ
て
」（『
書
物

学
』　
平
成
二
六
年（
二
〇
一
四
）八
月
）に
よ
れ
ば
、『
唐
女
郎
魚
玄
機
詩
』
は
お
そ

ら
く
明
治
三
七（
一
九
〇
四
）年
に
佐
佐
木
信
綱
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
鷗
外

は
そ
の
本
に
収
録
さ
れ
た
魚
玄
機
の
詩
歌
や
「
鱼
玄
机
事
略
」
を
読
ん
で
、
魚
玄
機

と
い
う
女
性
に
興
味
を
持
っ
の
で
は
な
い
か
、
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
3
）	

皇
甫
枚
撰
・
中
華
書
局
上
海
編
輯
所
編
輯
編
『
三
水
小
牘
』
中
華
書
局
　
一
九
五

八
年
八
月

（
4
）	

孫
光
憲
撰
・
賈
二
強
點
校
『
北
夢
瑣
言
』
中
華
書
局
　
二
〇
〇
二
年
六
月

（
5
）	

布
目
潮
渢
・
中
村
喬
『
唐
才
子
傳
之
研
究
』
ア
ジ
ア
史
研
究
會
　
昭
和
四
七
年

（
一
九
七
二
）八
月

（
6
）	

陈
东
原
『
中
国
妇
女
生
活
史
』（
商
务
印
书
馆 

二
〇
一
五
年
七
月
）に
よ
れ
ば
、

『
北
里
志·

孙
棨
序
』
に
は
、「
其
中
诸
妓
，
多
能
谈
吐
，
颇
有
知
书
言
话
者
」（
筆

者
訳
：「
唐
の
官
妓
の
多
く
は
、
文
化
的
素
養
を
持
ち
、
上
品
な
話
し
方
を
し
て
い

る
」）と
記
さ
れ
て
い
る
。
娼
妓
が
歌
や
踊
り
の
技
だ
け
で
は
な
く
、
上
品
な
言
葉
遣

い
と
文
化
的
素
養
を
求
め
ら
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
と
く
に
、
詩
の
才
能
を

持
っ
て
い
る
女
性
は
、
文
人
ら
に
好
ま
れ
て
い
た
。

（
7
）	

竹
盛
天
雄
「『
魚
玄
機
』
を
め
ぐ
っ
て
―
歴
史
小
説
の
一
面
」『
日
本
近
代
文
学
』　

昭
和
四
五
年（
一
九
七
〇
）一
〇
月
）作
品
で
は
、
玄
機
の
「
学
び
た
い
」
と
い
う
意

志
が
、
両
親
の
功
利
主
義
に
先
行
す
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

（
8
）	

（
4
）と
同
じ

（
9
）	

（
5
）と
同
じ

（
10
）	

江
合
友
「
唐
代
女
冠
诗
人
的
婚
姻
境
遇
及
其
人
生
选
择
―
以
李
冶
、
鱼
玄
机
和
薛

涛
为
中
心
」（『
宝
鸡
文
理
学
院
学
报（
社
会
科
学
版
）』
二
〇
〇
六
年
一
月
）に
よ
れ

ば
、
李
億
は
、
大
中
十
二（
八
五
八
）年
に
、
科
挙
試
験
で
状
元
に
合
格
し
、
の
ち
に

「
補
闕
」
と
い
う
官
職
に
務
め
る
。

（
11
）	

江
民
繁
・
王
瑞
芳
编
著
『
中
國
歴
代
才
女
小
傳
』
浙
江
文
艺
出
版
社
　
一
九
八
四

年
六
月

（
12
）	

李
億
に
送
る
詩
歌
は
、『
贈
鄰
女（
一
作
寄
李
億
員
外
）』『
酬
李
學
士
寄
簟
』『
情

書（
一
作
書
情
）寄
李
子
安
』『
春
情
寄
子
安
』『
隔
漢
江
寄
子
安
』『
江
陵
愁
望
寄
子

安
』『
寄
子
安
』、
七
首
が
現
存
さ
れ
て
い
る
。

（
13
）	

中
華
書
局
編
輯
部
点
校 

『
全
唐
詩
』　
第
二
十
三
册 

「
魚
玄
機
」
条
　
中
華
書
局
　

一
九
六
〇
年
四
月

（
14
）	

王
海
泉
『
晚
唐
女
诗
人
鱼
玄
机
诗
歌
中
的
女
性
意
识
』『
中
国
集
体
经
济
』　
二
〇

一
一
年
二
月

（
15
）	

（
13
）と
同
じ

（
16
）	

歴
史
上
の
玄
機
が
女
道
士
に
な
る
契
機
に
つ
い
て
、
皇
甫
枚
『
三
水
小
牘
』
に
は
、

「
破
瓜
之
歳
。
志
慕
清
虛
。
咸
通
初
。
遂
從
冠
帔
於
咸
宜
。」（
筆
者
訳
「
十
六
歳
の

時
世
俗
と
は
無
縁
な
生
活
に
憧
れ
、
咸
通
初
年
、
咸
宜
観
に
入
り
、
女
道
士
に
な

る
。」）と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
李
億
に
対
し
て
深
い
愛
情
を
抱
え
つ
つ
も
、
不
平
等

な
婚
姻
に
翻
弄
さ
れ
た
魚
玄
機
は
、
女
道
士
に
な
る
前
に
す
で
に
道
観
に
憧
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、『
北
夢
瑣
言
』『
唐
才
子
伝
』
に
は
、
李
億
と
の
愛
情
の

終
焉
、
あ
る
い
は
、
李
億
と
結
婚
し
た
も
の
の
、
正
妻
に
よ
っ
て
家
か
ら
追
い
出
さ

れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
一
方
、
鷗
外
の
『
魚
玄
機
』
の
場
合
、「
李
は
屡
催
し
て

曾
て
遂
げ
ぬ
欲
望
の
爲
に
、
徒
ら
に
精
神
を
銷
磨
し
て
、
行
往
座
臥
の
間
、
恍
惚
と

し
て
失
す
る
所
あ
る
が
如
く
に
な
つ
た
」
と
、
李
は
魚
玄
機
の
冷
た
い
態
度
に
接
し
、

徐
々
に
彼
女
に
対
す
る
興
味
を
失
っ
て
い
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
鷗
外
は
二
人
の

関
係
が
破
綻
し
て
い
く
原
因
を
、
魚
玄
機
の
李
億
に
対
す
る
愛
情
の
欠
如
に
起
因
す

る
も
の
と
し
て
描
い
て
い
る
。

（
17
）	

（
13
）と
同
じ
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（
18
）	

（
13
）と
同
じ

（
19
）	
（
13
）と
同
じ

（
20
）	
九
内
悠
水
子 

「
森
鷗
外
『
魚
玄
機
』
試
論
」『
近
代
文
学
試
論
』　
平
成
一
三
年

（
二
〇
〇
一
）一
二
月

（
21
）	

（
3
）と
同
じ

（
22
）	

（
3
）と
同
じ 

（
23
）	

梁
超
然
「
鱼
玄
机
考
略
」『
西
北
大
学
学
报（
哲
学
社
会
科
学
版
）』　
一
九
九
七
年

三
月

（
24
）	

（
3
）と
同
じ

（
25
）	

伊
藤
発
子
「
鷗
外
歴
史
小
説
と
中
国
文
学
：『
魚
玄
機
』
と
唐
代
伝
奇
と
の
関
連

に
お
い
て
」『
中
村
学
園
研
究
紀
要
』　
昭
和
五
五
年（
一
九
八
〇
）一
二
月

（
26
）	

ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
・
田
村
俶
訳
『
狂
気
の
歴
史
：
古
典
主
義
時
代
に
お
け

る
』
新
潮
社
　
令
和
二
年（
二
〇
二
〇
）七
月

森鷗外『魚玄機』論
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